
(57)【要約】

【課題】　複数の部分コンテンツからなるコンテンツを

再生する方法で、視聴者の操作を必要とすることなく、

個々の視聴者のその時々に応じた適切なタイミングで次

の部分コンテンツに切り替えることができるようにする

。

【解決手段】　ドラマのカットの途中で次のカットの再

生を開始するための条件として、最初のカットについて

は、検出時間帯で視聴者が瞬きを２回したこととされ、

２番目のカットについては、検出時間帯で視聴者の瞳孔

径が８ｍｍ以上になったこととされる。再生装置のＣＰ

Ｕは、カット再生時、上記の条件を満たすか否かを判断

し、満たすときには、カットの途中でも次のカットの再

生を開始する。音楽の場合、視聴者の呼吸のリズムまた

は身体の動きが曲のリズムと合わなくなったときには、

曲の途中でも次の曲の再生を開始する。電子小説の再生

表示についても、視聴者の反応または状態を検出してペ

ージを捲る。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ を 、 記 録 メ デ ィ ア か ら 読 み 取 っ て 、 ま た は 送
信 元 か ら 受 信 し て 、 そ の 部 分 コ ン テ ン ツ を 順 次 再 生 す る 方 法 で あ っ て 、
　 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 を 検 出 し 、 そ の 検 出 さ れ た 反 応 ま た は
状 態 が 、 定 め ら れ た 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 断 し 、 条 件 を 満 た す と き に は 、 次 の 部 分 コ ン
テ ン ツ の 再 生 を 開 始 す る コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 に お い て 、
　 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 定 め ら れ た
検 出 時 間 帯 に お い て 検 出 す る コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 に お い て 、
　 前 記 検 出 時 間 帯 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ の 後 半 部 分 の 時 間 帯 と さ れ た コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 に お い て 、
　 前 記 条 件 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 定 め ら れ た コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ を 、 記 録 メ デ ィ ア か ら 読 み 取 っ て 、 ま た は 送
信 元 か ら 受 信 し て 、 そ の 部 分 コ ン テ ン ツ を 順 次 再 生 す る 装 置 で あ っ て 、
　 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 こ の 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 反 応 ま た は 状 態 が 、 定 め ら れ た 条 件 を 満 た す か 否 か を
判 断 し 、 条 件 を 満 た す と き に は 、 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ の 再 生 を 開 始 す る 再 生 制 御 手 段 と 、
　 を 備 え る コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 再 生 制 御 手 段 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 定 め ら れ た 検 出 時 間 帯 に お い て 前 記 検 出 手
段 に よ っ て 検 出 さ れ た 反 応 ま た は 状 態 が 、 定 め ら れ た 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 断 す る コ ン
テ ン ツ 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 検 出 時 間 帯 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ の 後 半 部 分 の 時 間 帯 と さ れ た コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 条 件 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 定 め ら れ た コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ を 記 録 メ デ ィ ア に 記 録 す る に 当 た っ て 、
　 一 部 ま た は 全 部 の 部 分 コ ン テ ン ツ に つ き 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 、 当 該 部 分 コ ン テ ン ツ
再 生 中 の 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 に つ い て の 、 当 該 部 分 コ ン テ ン ツ の 途 中 で 次 の 部 分 コ ン
テ ン ツ の 再 生 を 開 始 す る た め の 条 件 を 設 定 し 、 そ の 条 件 を 示 す デ ー タ を 、 対 応 す る 部 分 コ
ン テ ン ツ に 関 連 づ け て 、 記 録 メ デ ィ ア に 記 録 す る コ ン テ ン ツ 記 録 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ 、 お よ び 、 こ の コ ン テ ン ツ の 一 部 ま た は 全 部
の 部 分 コ ン テ ン ツ に つ き 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 定 め ら れ た 、 当 該 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中
の 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 に つ い て の 、 当 該 部 分 コ ン テ ン ツ の 途 中 で 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ
の 再 生 を 開 始 す る た め の 条 件 を 示 す デ ー タ が 、 記 録 さ れ た コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ド ラ マ な ど の 映 像 、 写 真 や 図 説 な ど の 静 止 画 像 、 ド ラ マ や 音 楽 な ど の 音 声
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、 小 説 な ど の 文 書 （ 文 章 ） な ど の コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 方 法 お よ び 装 置 、 お よ び 、 そ の コ
ン テ ン ツ 再 生 方 法 に 用 い る コ ン テ ン ツ 記 録 方 法 お よ び コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 な お 、 コ ン テ ン ツ と は 、 人 が 視 覚 的 ま た は 聴 覚 的 に 認 識 し 得 る 内 容 で あ っ て 、 信 号 に よ
っ て 表 現 さ れ る も の で あ り 、 コ ン テ ン ツ の 再 生 と は 、 そ の 内 容 を 人 （ 視 聴 者 ） に 提 示 す る
こ と で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 テ レ ビ や ビ デ オ な ど で 提 供 さ れ る 映 像 お よ び 音 声 か ら な る ド ラ マ で も 、 ラ ジ オ な ど で 提
供 さ れ る 音 声 の み の ド ラ マ で も 、 一 つ の カ ッ ト か ら 次 の カ ッ ト に 切 り 替 わ る タ イ ミ ン グ が
重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 切 り 替 わ る タ イ ミ ン グ が 遅 す ぎ る と 、 冗 長 な 、 間 延 び し た 、 テ ン ポ の 悪 い 作 品 と な り 、
逆 に 切 り 替 わ る タ イ ミ ン グ が 早 す ぎ る と 、 重 要 な 事 柄 を 見 逃 し た り 、 感 動 的 な シ ー ン な の
に 十 分 に 余 韻 に 浸 れ な か っ た り す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 一 般 に は 、 シ ー ン よ り 短 い 単 位 を カ ッ ト と 称 す る が 、 こ こ で は 、 時 間 の 長 短 に 関
係 な く 、 区 切 り の 単 位 を カ ッ ト と 称 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ （ 特 開 平 １ １ － ２ ５ ０ ６ ２ ９ 号 公 報 ） に は 、 オ ー デ ィ オ コ ン テ ン ツ の 記 録 再
生 に 関 す る 技 術 と し て 、 オ ー デ ィ オ タ イ ト ル の 再 生 単 位 を セ ル と し 、 そ の セ ル の 再 生 順 を
定 義 す る こ と に よ り コ ン テ ン ツ の 再 生 順 が 定 義 さ れ る オ ー デ ィ オ コ ン テ ン ツ に 、 再 生 時 間
や 使 用 者 が 再 生 装 置 を 操 作 す る の に 必 要 な 時 間 な ど の 管 理 情 報 を 付 加 す る こ と に よ っ て 、
再 生 時 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ５ ０ ６ ２ ９ 号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 カ ッ ト の 適 切 な 切 り 替 え タ イ ミ ン グ は 、 ド ラ マ 全 体 の 内 容 や 各 カ ッ ト の
内 容 に 依 存 す る ほ か 、 視 聴 者 個 人 の 性 格 や そ の 時 の 集 中 度 合 い な ど に も 影 響 さ れ 、 ど ん な
視 聴 者 に も 適 切 な タ イ ミ ン グ で カ ッ ト が 切 り 替 わ る よ う に ド ラ マ を 作 成 す る の は 困 難 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 視 聴 者 が 自 身 の 操 作 に よ っ て 、 適 切 な タ イ ミ ン グ で カ ッ ト を 切 り 替 え る こ と も 考 え ら れ
る が 、 視 聴 者 に と っ て カ ッ ト ご と に 切 り 替 え 操 作 を す る の は 煩 わ し い と と も に 、 手 が 塞 が
っ て い て 操 作 で き な い こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の よ う に 、 再 生 時 間 や 操 作 に 必 要 な 時 間 を 記 録 し て お い て も 、
そ れ に よ っ て 、 個 々 の 視 聴 者 の そ の 時 々 に 応 じ た 適 切 な タ イ ミ ン グ で カ ッ ト を 切 り 替 え る
こ と は で き な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 方 法 に お い
て 、 視 聴 者 の 操 作 を 必 要 と す る こ と な く 、 個 々 の 視 聴 者 の そ の 時 々 に 応 じ た 適 切 な タ イ ミ
ン グ で 、 あ る 部 分 コ ン テ ン ツ か ら 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ に 切 り 替 え る こ と が で き る よ う に し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 こ の 明 細 書 で は 、 ド ラ マ に お け る カ ッ ト に 相 当 し 、 コ ン テ ン ツ の 一 部 で あ っ て 、
順 番 に 再 生 さ れ る こ と に よ っ て コ ン テ ン ツ 全 体 を 構 成 す る 要 素 を 、 部 分 コ ン テ ン ツ と 称 す
る 。 ド ラ マ 以 外 の コ ン テ ン ツ で は 、 部 分 コ ン テ ン ツ は 、 写 真 集 の 各 写 真 一 葉 、 書 物 の １ ペ
ー ジ 、 音 楽 の １ 曲 ・ １ 楽 章 な ど に 相 当 す る も の で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 は 、
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ を 、 記 録 メ デ ィ ア か ら 読 み 取 っ て 、 ま た は 送
信 元 か ら 受 信 し て 、 そ の 部 分 コ ン テ ン ツ を 順 次 再 生 す る 方 法 で あ っ て 、
　 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 を 検 出 し 、 そ の 検 出 さ れ た 反 応 ま た は
状 態 が 、 定 め ら れ た 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 断 し 、 条 件 を 満 た す と き に は 、 次 の 部 分 コ ン
テ ン ツ の 再 生 を 開 始 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 、 こ の 発 明 の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 で は 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の 再 生 制 御 手 段 は 、
ビ デ オ カ メ ラ や 生 体 セ ン サ な ど の 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 、 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の
視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 が 、 瞬 き を ２ 回 以 上 し た 、 瞳 孔 径 が ８ ｍ ｍ 以 上 に な っ た 、 身 体 の
動 き が 再 生 中 の 曲 の リ ズ ム と 合 わ な い 状 態 が 一 定 時 間 継 続 し た 、 な ど の 定 め ら れ た 条 件 を
満 た す か 否 か を 判 断 し 、 条 件 を 満 た す と き に は 、 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ の 再 生 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 ド ラ マ で あ れ ば 、 視 聴 者 が 驚 い た と き や 注 目 し た と き な ど に 、 カ ッ ト の 途
中 で も 次 の カ ッ ト に 切 り 替 わ り 、 音 楽 で あ れ ば 、 視 聴 者 が 曲 に 興 味 を 持 っ て い な い と き や
曲 に 集 中 し て い な い と き な ど に 、 曲 の 途 中 で も 次 の 曲 に 切 り 替 わ る 、 と い う よ う に 、 視 聴
者 の 操 作 を 必 要 と す る こ と な く 、 個 々 の 視 聴 者 の そ の 時 々 に 応 じ た 適 切 な タ イ ミ ン グ で 、
あ る 部 分 コ ン テ ン ツ か ら 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ に 切 り 替 わ る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 視 聴 者 の 操 作 を 必 要 と す る こ と な く 、 個 々 の 視 聴 者
の そ の 時 々 に 応 じ た 適 切 な タ イ ミ ン グ で 、 あ る 部 分 コ ン テ ン ツ か ら 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ に
切 り 替 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 〔 映 像 音 声 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 場 合 の 実 施 形 態 ： 図 １ ～ 図 ６ 〕
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の 一 例 を 示 し 、 コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア に 記 録
さ れ て い る 映 像 音 声 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 視 聴 者 は 、 例 え ば 、 椅 子 １ に 座 っ て 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ ０ で コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ
ア ９ か ら 再 生 さ れ て 、 デ ィ ス プ レ イ ２ 上 に 表 示 さ れ た 映 像 、 お よ び 左 右 の ス ピ ー カ ３ Ｌ ，
３ Ｒ か ら 出 力 さ れ た 音 声 を 視 聴 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 （ 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 の 検 出 ： 図 １ ）
　 こ の 例 で は 、 デ ィ ス プ レ イ ２ の 上 方 位 置 に ビ デ オ カ メ ラ ５ が 設 け ら れ 、 椅 子 １ に 生 体 セ
ン サ ６ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ビ デ オ カ メ ラ ５ も 、 生 体 セ ン サ ６ も 、 視 聴 者 の 生 体 情 報 を 検 出 す る も の で あ る 。 生 体 情
報 と は 、 一 般 に 、 人 の 心 拍 、 脈 拍 、 血 圧 、 呼 吸 、 脳 波 、 皮 膚 発 汗 、 皮 膚 抵 抗 、 筋 電 位 、 体
表 面 温 度 、 瞬 き （ 瞬 目 ） 、 瞳 孔 径 、 発 声 音 、 表 情 、 姿 勢 （ 顔 面 方 向 や 身 体 方 向 ） 、 体 動 （
身 体 の 動 き ） な ど の 、 生 理 的 、 生 化 学 的 ま た は 身 体 的 な 反 応 ま た は 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 例 で は 、 ビ デ オ カ メ ラ ５ で は 、 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の 顔 面 が 撮 影 さ れ 、 後 述
の よ う に 、 ビ デ オ カ メ ラ ５ か ら 得 ら れ る 画 像 デ ー タ が コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ ０ で 処 理 さ れ
る こ と に よ っ て 、 視 聴 者 の 瞬 き （ 瞬 目 ） や 瞳 孔 径 な ど が 検 出 さ れ る 。 ま た 、 生 体 セ ン サ ６
は 、 例 え ば 、 体 動 セ ン サ ま た は 呼 吸 セ ン サ と さ れ 、 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の 体 動 ま た
は 呼 吸 を 検 出 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 　 （ コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の 構 成 ： 図 １ ）
　 こ の 例 の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ を 備 え 、 そ の バ ス １ ２ に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １
が 実 行 す る プ ロ グ ラ ム や 固 定 デ ー タ が 書 き 込 ま れ た Ｒ Ｏ Ｍ １ ３ 、 プ ロ グ ラ ム や デ ー タ が 展
開 さ れ る Ｒ Ａ Ｍ １ ４ 、 ビ デ オ カ メ ラ ５ か ら 得 ら れ る 画 像 デ ー タ を 処 理 し て ビ デ オ カ メ ラ ５
で 撮 影 さ れ た 画 像 を 解 析 す る 画 像 処 理 部 １ ６ 、 こ の 画 像 処 理 部 １ ６ と ビ デ オ カ メ ラ ５ を 接
続 す る イ ン タ フ ェ ー ス １ ７ 、 お よ び 生 体 セ ン サ ６ か ら 得 ら れ る ア ナ ロ グ 信 号 の 生 体 情 報 を
デ ジ タ ル デ ー タ に 変 換 す る Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ １ ９ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ ０ に 装 着 さ れ た コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア ９ は 、 メ デ ィ ア ド ラ イ ブ
２ １ に よ っ て 駆 動 さ れ 、 デ ー タ 読 み 取 り 部 ２ ２ に よ っ て コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア ９ か ら 、
こ れ に 記 録 さ れ て い る 後 述 の よ う に コ ン テ ン ツ デ ー タ と 制 御 デ ー タ か ら な る デ ー タ が 読 み
取 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 読 み 取 ら れ た デ ー タ 中 の 制 御 デ ー タ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ に よ っ て 解 析 さ れ 、 コ ン テ ン ツ 再 生
制 御 に 供 さ れ る 。 読 み 取 ら れ た デ ー タ 中 の コ ン テ ン ツ デ ー タ 、 す な わ ち 映 像 音 声 デ ー タ は
、 再 生 処 理 部 ２ ４ で 映 像 デ ー タ と 音 声 デ ー タ に 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 分 離 さ れ た 映 像 デ ー タ は 、 映 像 処 理 部 ２ ５ で 、 伸 長 復 号 や ア ナ ロ グ 信 号 へ の 変 換 な ど の
処 理 が 実 行 さ れ た 上 で 、 デ ィ ス プ レ イ ２ に 出 力 さ れ 、 デ ィ ス プ レ イ ２ 上 に 映 像 が 表 示 さ れ
る 。 分 離 さ れ た 音 声 デ ー タ は 、 音 声 処 理 部 ２ ６ で 、 伸 長 復 号 や ア ナ ロ グ 信 号 へ の 変 換 な ど
の 処 理 が 実 行 さ れ た 上 で 、 ス ピ ー カ ３ Ｌ ， ３ Ｒ に 出 力 さ れ 、 ス ピ ー カ ３ Ｌ ， ３ Ｒ か ら 音 声
が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 ビ デ オ カ メ ラ ５ の 起 動 や 停 止 な ど の 操 作 は 、 例 え ば 、 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ 再 生 装
置 １ ０ で の 操 作 に よ っ て 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ １ １ に よ り 画 像 処 理 部 １ ６ お
よ び イ ン タ フ ェ ー ス １ ７ を 介 し て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 （ コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア と コ ン テ ン ツ 記 録 方 法 ： 図 １ ～ 図 ３ ）
　 こ の 例 で は 、 コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア ９ に は 、 コ ン テ ン ツ と し て 、 ド ラ マ の 映 像 音 声 デ
ー タ が 記 録 さ れ て い る 。 ド ラ マ は 、 複 数 の カ ッ ト （ 区 切 り ） が 所 定 の 順 序 で 再 生 さ れ る よ
う に 作 成 さ れ た も の で あ る 。 さ ら に 、 こ の ド ラ マ の 映 像 音 声 デ ー タ に は 、 カ ッ ト ご と に 制
御 デ ー タ が 付 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 、 そ の 様 子 を 示 す 。 カ ッ ト フ ァ イ ル Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ は 、 そ れ ぞ れ 、 各 カ ッ ト の 映
像 音 声 デ ー タ と 制 御 デ ー タ を 合 わ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ ッ ト の 映 像 音 声 デ ー タ の 再 生 時 間 長 は 、 カ ッ ト ご と に 異 な り 、 こ の 例 で は 、 カ ッ ト フ
ァ イ ル Ａ で は ２ ５ 秒 、 カ ッ ト フ ァ イ ル Ｂ で は ３ ５ 秒 、 カ ッ ト フ ァ イ ル Ｃ で は ２ ０ 秒 、 カ ッ
ト フ ァ イ ル Ｄ で は ２ ０ 秒 で あ る 。 た だ し 、 そ の 再 生 時 間 長 は 、 当 該 カ ッ ト を 最 初 か ら 最 後
ま で 再 生 す る 場 合 の 時 間 長 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 各 カ ッ ト フ ァ イ ル の 制 御 デ ー タ は 、 当 該 カ ッ ト の 再 生 中 の 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 に つ
い て の 、 当 該 カ ッ ト の 途 中 で 次 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す る た め の 条 件 を 記 述 し た も の で あ
る 。 具 体 的 に 、 こ の 例 で は 、 そ の 条 件 （ 広 義 の 条 件 ） は 、 カ ッ ト 再 生 中 の 視 聴 者 の 反 応 ま
た は 状 態 を 検 出 す る 時 間 帯 、 こ の 検 出 時 間 帯 で 検 出 さ れ る べ き 反 応 ま た は 状 態 、 お よ び 、
こ の 反 応 ま た は 状 態 に つ い て の カ ッ ト 切 り 替 え の 条 件 （ 狭 義 の 条 件 ） で あ る 。 検 出 時 間 帯
は 、 後 述 の 理 由 に よ っ て 、 カ ッ ト の 後 半 部 分 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ の 例 で は 、 最 初 の カ ッ ト の カ ッ ト フ ァ イ ル Ａ に つ い て は 、 検 出 時 間 帯 が １ ５ 秒 後 以
降 と さ れ 、 す な わ ち 当 該 カ ッ ト の 開 始 時 点 か ら １ ５ 秒 後 の 時 点 か ら 当 該 カ ッ ト の 終 了 時 点
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ま で の １ ０ 秒 間 と さ れ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態 が 「 瞬 き 」 と さ れ
、 カ ッ ト 切 り 替 え の 条 件 が 「 ２ 回 以 上 」 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ は 、 最 初 の カ ッ ト に つ い て は 、 そ の 再 生 時 、 後 半 部 分 の １ ０ 秒 間 の 検 出 時 間 帯 に 、
視 聴 者 の 瞬 き が ２ 回 検 出 さ れ た ら 、 カ ッ ト の 途 中 で も 、 そ の 検 出 さ れ た 時 点 で 、 次 の ２ 番
目 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す べ き こ と を 意 味 す る 。 視 聴 者 が 瞬 き を 連 続 的 に ２ 回 以 上 す る の
は 、 視 聴 者 が 当 該 カ ッ ト に 驚 い た と き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ２ 番 目 の カ ッ ト の カ ッ ト フ ァ イ ル Ｂ に つ い て は 、 検 出 時 間 帯 が ２ ０ 秒 後 以 降 と さ れ 、 す
な わ ち 当 該 カ ッ ト の 開 始 時 点 か ら ２ ０ 秒 後 の 時 点 か ら 当 該 カ ッ ト の 終 了 時 点 ま で の １ ５ 秒
間 と さ れ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態 が 「 瞳 孔 径 」 と さ れ 、 カ ッ ト 切
り 替 え の 条 件 が 「 ８ ｍ ｍ 以 上 」 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ は 、 ２ 番 目 の カ ッ ト に つ い て は 、 そ の 再 生 時 、 後 半 部 分 の １ ５ 秒 間 の 検 出 時 間 帯 に
、 視 聴 者 の 瞳 孔 径 が ８ ｍ ｍ 以 上 に な っ た こ と が 検 出 さ れ た ら 、 カ ッ ト の 途 中 で も 、 そ の 検
出 さ れ た 時 点 で 、 次 の ３ 番 目 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す べ き こ と を 意 味 す る 。 視 聴 者 の 瞳 孔
径 が ８ ｍ ｍ 以 上 に な る の は 、 視 聴 者 が 当 該 カ ッ ト に 注 目 し た と き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ の 例 は 、 ３ 番 目 の カ ッ ト の カ ッ ト フ ァ イ ル Ｃ に つ い て は 、 検 出 時 間 帯 が 示 さ れ ず 、
検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態 、 お よ び カ ッ ト 切 り 替 え の 条 件 も 示 さ れ な い 場 合 で あ る 。 こ れ
は 、 ３ 番 目 の カ ッ ト に つ い て は 、 反 応 ま た は 状 態 の 如 何 に か か わ ら ず 、 当 該 カ ッ ト を 最 後
ま で 再 生 し た 後 、 次 の ４ 番 目 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す べ き こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ４ 番 目 の カ ッ ト の カ ッ ト フ ァ イ ル Ｄ に つ い て は 、 検 出 時 間 帯 が ８ 秒 後 以 降 と さ れ 、 す な
わ ち 当 該 カ ッ ト の 開 始 時 点 か ら ８ 秒 後 の 時 点 か ら 当 該 カ ッ ト の 終 了 時 点 ま で の １ ２ 秒 間 と
さ れ 、 図 ３ で は 省 略 し た が 、 こ の 検 出 時 間 帯 に 、 あ る 検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態 が 、 あ る
条 件 を 満 た し た ら 、 そ の 時 点 で 、 次 の ５ 番 目 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す べ き も の と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ で は 省 略 し た が 、 ５ 番 目 以 降 の カ ッ ト に つ い て も 、 映 像 音 声 デ ー タ に 制 御 デ ー タ が
付 加 さ れ る 。 最 後 の カ ッ ト に つ い て は 、 検 出 時 間 帯 が 示 さ れ ず 、 当 該 カ ッ ト を 最 後 ま で 再
生 す る も の と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ド ラ マ 制 作 者 は 、 ド ラ マ を 制 作 し 、 コ ン テ ン ツ と し て コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア ９ に 記 録
す る に 当 た っ て は 、 カ ッ ト ご と に 、 当 該 カ ッ ト の 内 容 や 次 の カ ッ ト の 内 容 、 さ ら に は ド ラ
マ 全 体 の 内 容 な ど か ら 、 再 生 途 中 で の カ ッ ト 切 り 替 え を 認 め る か 、 認 め な い か を 決 定 し 、
さ ら に 、 再 生 途 中 で の カ ッ ト 切 り 替 え を 認 め る カ ッ ト に つ い て は 、 上 記 の よ う に 、 検 出 時
間 帯 、 検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態 、 お よ び 、 そ の 反 応 ま た は 状 態 に つ い て の カ ッ ト 切 り 替
え の 条 件 を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 し た 最 初 の カ ッ ト に つ い て の 「 驚 き 」 や ２ 番 目 の カ ッ ト に つ い て の 「 注 目 」 以 外 に
、 例 え ば 、 悲 し い カ ッ ト で は 、 視 聴 者 の す す り 泣 き が 検 出 さ れ た ら 、 次 の カ ッ ト に 移 行 し
、 ホ ラ ー ド ラ マ の 身 の 毛 が よ だ つ カ ッ ト で は 、 視 聴 者 が ゾ ク ッ と 体 を 震 わ せ た こ と が 検 出
さ れ た ら 、 次 の カ ッ ト に 移 行 す る 、 と い う よ う な 設 定 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 の よ う に カ ッ ト の 後 半 部 分 に 検 出 時 間 帯 を 設 定 す る の は 、 カ ッ ト の い ず れ の 時 間 帯
で も 、 あ る 反 応 ま た は 状 態 が 一 定 の 条 件 の も と に 検 出 さ れ た と き に は 、 当 該 カ ッ ト の 再 生
を 打 ち 切 っ て 、 次 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す る と す る と 、 視 聴 者 が ド ラ マ に 反 応 し た わ け で
は な く 、 何 か 別 の 理 由 で 、 定 め ら れ た 反 応 を 示 し た と き で も 、 当 該 カ ッ ト の 再 生 が 打 ち 切
ら れ て 、 視 聴 者 が カ ッ ト の 前 半 部 の 重 要 な 部 分 を 見 損 な っ て し ま う こ と が あ る か ら で あ る
。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に 対 し て 、 カ ッ ト の 後 半 部 分 に 検 出 時 間 帯 を 設 定 す れ ば 、 視 聴 者 は カ ッ ト の 前 半 部
分 を 見 損 な う こ と は な い 。 そ の 意 味 で 、 再 生 途 中 で の カ ッ ト 切 り 替 え を 認 め る カ ッ ト の 検
出 時 間 帯 が 設 定 さ れ る 後 半 部 分 に は 、 必 ず し も 視 聴 し な く て も ド ラ マ の 内 容 の 把 握 に 悪 影
響 を 及 ぼ さ な い よ う な 、 前 半 部 分 の 余 韻 に 当 た る 映 像 お よ び 音 声 を 収 録 し て お く べ き で あ
り 、 検 出 時 間 帯 が 設 定 さ れ る 後 半 部 分 は 、 一 種 の 「 の り し ろ 」 の よ う な 役 目 を す る 部 分 で
あ る 。 こ の 点 か ら 、 再 生 途 中 で の カ ッ ト 切 り 替 え を 認 め る カ ッ ト は 、 ド ラ マ の 内 容 を 伝 達
す る の に 必 要 な 長 さ よ り 幾 分 長 め に 作 成 し て お く 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 制 御 デ ー タ は 、 カ ッ ト の 映 像 音 声 デ ー タ の ヘ ッ ダ 部 に 付 加 し 、 ま た は カ ッ ト の 映 像 音 声
デ ー タ の 冒 頭 部 分 に 時 分 割 多 重 し て 、 カ ッ ト の 映 像 音 声 デ ー タ と と も に コ ン テ ン ツ 記 録 メ
デ ィ ア ９ に 記 録 す る 。 ま た 、 カ ッ ト 識 別 情 報 の 付 加 な ど に よ っ て 、 当 該 の 制 御 デ ー タ が 、
い ず れ の カ ッ ト の 映 像 音 声 デ ー タ に 対 応 す る も の で あ る か が 分 か る よ う に す れ ば 、 制 御 デ
ー タ は 、 コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア ９ の 映 像 音 声 デ ー タ の 記 録 領 域 と 異 な る 記 録 領 域 に 記 録
し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 　 （ コ ン テ ン ツ 再 生 制 御 ： 図 ４ ～ 図 ６ ）
　 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 １ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 、 ド ラ マ の 各 カ ッ ト の 再 生 時 、 上 記 の 制 御 デ ー
タ を 解 析 し て 、 カ ッ ト の 再 生 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 の 例 で は 、 最 初 の カ ッ ト に つ い て は 、 カ ッ ト フ ァ イ ル Ａ の 制 御 デ ー タ は 、 定 め ら れ
た 検 出 時 間 帯 に 「 瞬 き 」 が ２ 回 検 出 さ れ た ら カ ッ ト を 切 り 替 え る 、 と さ れ て い る の で 、 最
初 の カ ッ ト の 開 始 時 点 か ら １ ５ 秒 後 の 時 点 か ら 当 該 カ ッ ト の 終 了 時 点 ま で の １ ０ 秒 間 に お
い て 、 画 像 処 理 部 １ ６ の 出 力 、 す な わ ち ビ デ オ カ メ ラ ５ で 撮 影 さ れ た 画 像 の 解 析 結 果 を 取
り 込 ん で 、 瞬 き が ２ 回 検 出 さ れ た か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 瞬 き が ２ 回 検 出 さ れ た と き に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ の 検 出 さ れ た 時 点 で 、
次 の ２ 番 目 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す る 。 こ の 場 合 に は 、 図 ４ で 黒 く 塗 り 潰 し て 示 す よ う に
、 最 初 の カ ッ ト の カ ッ ト 切 り 替 え 時 点 以 降 の 部 分 は 再 生 さ れ な い こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ で は 示 し て い な い が 、 検 出 時 間 帯 に 「 瞬 き 」 が ２ 回 検 出 さ れ な か っ た （ １ 回 し か 、
ま た は １ 回 も 、 検 出 さ れ な か っ た ） と き に は 、 当 該 の 最 初 の カ ッ ト を 最 後 ま で 再 生 し た 後
、 次 の ２ 番 目 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ２ 番 目 の カ ッ ト に つ い て は 、 カ ッ ト フ ァ イ ル Ｂ の 制 御 デ ー タ は 、 定 め ら れ た 検 出 時 間 帯
に 「 瞳 孔 径 」 が ８ ｍ ｍ 以 上 に な っ た こ と が 検 出 さ れ た ら カ ッ ト を 切 り 替 え る 、 と さ れ て い
る の で 、 ２ 番 目 の カ ッ ト の 開 始 時 点 か ら ２ ０ 秒 後 の 時 点 か ら 当 該 カ ッ ト の 終 了 時 点 ま で の
１ ５ 秒 間 に お い て 、 画 像 処 理 部 １ ６ の 出 力 、 す な わ ち ビ デ オ カ メ ラ ５ で 撮 影 さ れ た 画 像 の
解 析 結 果 を 取 り 込 ん で 、 瞳 孔 径 が ８ ｍ ｍ 以 上 に な っ た こ と が 検 出 さ れ た か 否 か を 判 断 す る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 瞳 孔 径 が ８ ｍ ｍ 以 上 に な っ た こ と が 検 出 さ れ た と き に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、
そ の 検 出 さ れ た 時 点 で 、 次 の ３ 番 目 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す る 。 こ の 場 合 に は 、 図 ４ で 黒
く 塗 り 潰 し て 示 す よ う に 、 ２ 番 目 の カ ッ ト の カ ッ ト 切 り 替 え 時 点 以 降 の 部 分 は 再 生 さ れ な
い こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ４ で は 示 し て い な い が 、 検 出 時 間 帯 に 「 瞳 孔 径 」 が ８ ｍ ｍ 以 上 に な っ た こ と が 検 出 さ
れ な か っ た と き に は 、 当 該 の ２ 番 目 の カ ッ ト を 最 後 ま で 再 生 し た 後 、 次 の ３ 番 目 の カ ッ ト
の 再 生 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 ３ 番 目 の カ ッ ト に つ い て は 、 カ ッ ト フ ァ イ ル Ｃ の 制 御 デ ー タ に 検 出 時 間 帯 が 設 定 さ れ て
い な い の で 、 当 該 の ３ 番 目 の カ ッ ト を 最 後 ま で 再 生 し た 後 、 次 の ４ 番 目 の カ ッ ト の 再 生 を
開 始 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ４ 番 目 以 降 の カ ッ ト に つ い て も 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 、 制 御 デ ー タ の 内 容 に 応 じ て 、 カ ッ ト の
再 生 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ が 実 行 す る 以 上 の よ う な コ ン テ ン ツ 再 生 制 御 処 理 の 一 例
を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 例 の コ ン テ ン ツ 再 生 制 御 処 理 ３ ０ で は 、 ま ず ス テ ッ プ ３ １ で ， 最 初 の カ ッ ト フ ァ イ
ル の 再 生 を 開 始 し 、 次 に ス テ ッ プ ３ ２ で 、 当 該 カ ッ ト フ ァ イ ル の 制 御 デ ー タ を 検 出 し 、 次
に ス テ ッ プ ３ ３ に 進 ん で 、 そ の 制 御 デ ー タ に 検 出 時 間 帯 が 設 定 さ れ て い る か 否 か を 判 断 す
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ し て 、 検 出 時 間 帯 が 設 定 さ れ て い る と き に は 、 ス テ ッ プ ３ ３ か ら ス テ ッ プ ３ ４ に 進 ん
で 、 検 出 時 間 帯 に 達 し た か 否 か を 判 断 し 、 検 出 時 間 帯 に 達 し た と き に は 、 ス テ ッ プ ３ ５ に
進 ん で 、 制 御 デ ー タ に 示 さ れ た 検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態 が 検 出 さ れ た か 否 か を 判 断 す る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 反 応 ま た は 状 態 は 、 上 記 の 例 で は 、 最 初 の カ ッ ト に つ い て は 「 瞬 き 」 で あ り 、 ２ 番
目 の カ ッ ト に つ い て は 「 瞳 孔 径 」 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ ３ ５ で 検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態 が 検 出 さ れ た と 判 断 し た と き に は 、 ス テ ッ プ
３ ６ に 進 ん で 、 カ ッ ト 切 り 替 え の 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 断 し 、 条 件 を 満 た さ な い と き に
は 、 ス テ ッ プ ３ ７ に 進 ん で 、 当 該 カ ッ ト （ 検 出 時 間 帯 ） が 終 了 す る か 否 か を 判 断 し 、 い ま
だ 当 該 カ ッ ト が 終 了 し な い と き に は 、 ス テ ッ プ ３ ５ に 戻 っ て 、 検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態
が 検 出 さ れ た か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ ３ ５ で 検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態 が 検 出 さ れ な か っ た と 判 断 し た と き に は 、 ス
テ ッ プ ３ ５ か ら 直 接 、 ス テ ッ プ ３ ７ に 進 ん で 、 当 該 カ ッ ト （ 検 出 時 間 帯 ） が 終 了 す る か 否
か を 判 断 し 、 い ま だ 当 該 カ ッ ト が 終 了 し な い と き に は 、 ス テ ッ プ ３ ５ に 戻 っ て 、 検 出 対 象
の 反 応 ま た は 状 態 が 検 出 さ れ た か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 す な わ ち 、 ス テ ッ プ ３ ５ ， ３ ６ お よ び ３ ７ で は 、 カ ッ ト 切 り 替 え の 条 件 を 満 た す ま で 、
ま た は 当 該 カ ッ ト （ 検 出 時 間 帯 ） が 終 了 す る ま で 、 一 定 時 間 間 隔 で 、 検 出 対 象 の 反 応 ま た
は 状 態 が 検 出 さ れ た か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 の 例 で は 、 最 初 の カ ッ ト に つ い て は 、 １ 度 目 の 「 瞬 き 」 が 検 出 さ れ る と 、 ス テ ッ プ
３ ５ で １ 回 と カ ウ ン ト さ れ 、 そ の 後 、 ２ 度 目 の 「 瞬 き 」 が 検 出 さ れ る と 、 ス テ ッ プ ３ ５ で
計 ２ 回 と カ ウ ン ト さ れ 、 ス テ ッ プ ３ ６ で カ ッ ト 切 り 替 え の 条 件 を 満 た す と 判 断 さ れ る 。 ２
番 目 の カ ッ ト に つ い て は 、 ス テ ッ プ ３ ５ で 「 瞳 孔 径 」 が 検 出 さ れ た と 判 断 す る と 、 ス テ ッ
プ ３ ６ で 「 瞳 孔 径 が ８ ｍ ｍ 以 上 」 で あ る か 否 か が 判 断 さ れ 、 瞳 孔 径 が ８ ｍ ｍ 以 上 で あ れ ば
、 カ ッ ト 切 り 替 え の 条 件 を 満 た す と 判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ ３ ６ で 、 カ ッ ト 切 り 替 え の 条 件 を 満 た す と 判 断 し た と き に は 、 ス テ ッ
プ ３ ８ に 進 ん で 、 カ ッ ト を 切 り 替 え て 次 の カ ッ ト フ ァ イ ル の 再 生 を 開 始 し 、 さ ら に ス テ ッ
プ ３ ２ に 戻 っ て 、 次 の カ ッ ト に つ き 、 ス テ ッ プ ３ ２ 以 下 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ ３ ７ で 、 検 出 対 象 の 反 応 ま た は 状 態 が 検 出 さ れ る こ と な く 、 ま た は カ ッ
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ト 切 り 替 え の 条 件 を 満 た す こ と な く 、 当 該 カ ッ ト （ 検 出 時 間 帯 ） が 終 了 す る と 判 断 し た と
き に は 、 ス テ ッ プ ３ ９ に 進 ん で 、 当 該 カ ッ ト が 最 後 の カ ッ ト で あ る か 否 か を 判 断 し 、 最 後
の カ ッ ト で な け れ ば 、 さ ら に ス テ ッ プ ４ １ に 進 ん で 、 次 の カ ッ ト フ ァ イ ル の 再 生 を 開 始 し
た 上 で 、 ス テ ッ プ ３ ２ に 戻 っ て 、 次 の カ ッ ト に つ き 、 ス テ ッ プ ３ ２ 以 下 の 処 理 を 繰 り 返 す
。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ ３ ３ で 、 制 御 デ ー タ に 検 出 時 間 帯 が 設 定 さ れ て い な い と 判 断 し た と き に は 、 ス
テ ッ プ ４ ２ に 進 ん で 、 当 該 カ ッ ト が 終 了 す る か 否 か を 判 断 し 、 終 了 す る と 判 断 し た と き に
は 、 ス テ ッ プ ３ ９ に 進 ん で 、 当 該 カ ッ ト が 最 後 の カ ッ ト で あ る か 否 か を 判 断 し 、 最 後 の カ
ッ ト で な け れ ば 、 さ ら に ス テ ッ プ ４ １ に 進 ん で 、 次 の カ ッ ト フ ァ イ ル の 再 生 を 開 始 し た 上
で 、 ス テ ッ プ ３ ２ に 戻 っ て 、 次 の カ ッ ト に つ き 、 ス テ ッ プ ３ ２ 以 下 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 記 の 例 で は 、 ３ 番 目 の カ ッ ト に つ い て は 、 こ の よ う に ス テ ッ プ ３ ３ ， ４ ２ ， ３ ９ ， ４
１ の 処 理 が 順 次 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ ３ ９ で 、 当 該 カ ッ ト が 最 後 の カ ッ ト で あ る と 判 断 し た と き に は 、 コ ン テ ン ツ 再
生 制 御 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 上 の 例 は 、 「 瞬 き が ２ 回 以 上 」 ま た は 「 瞳 孔 径 が ８ ｍ ｍ 以 上 」 と い う よ う な 、 カ ッ ト
切 り 替 え の 条 件 を 満 た す 反 応 ま た は 状 態 が 検 出 さ れ た と き 、 直 ち に カ ッ ト を 切 り 替 え 、 次
の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す る 場 合 で あ る が 、 カ ッ ト 切 り 替 え の 条 件 を 満 た す 反 応 ま た は 状 態
が 検 出 さ れ た 時 点 か ら 、 １ 秒 ま た は 数 秒 と い う よ う な 一 定 時 間 後 に 、 カ ッ ト を 切 り 替 え 、
次 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 　 （ コ ン テ ン ツ 再 生 の 他 の 例 ）
　 以 上 の 例 は 、 コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア に 記 録 さ れ て い る 映 像 音 声 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る
場 合 で あ る が 、 以 上 の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 は 、 配 信 元 サ ー バ や 放 送 局 な ど の 送 信 元 か ら ネ
ッ ト ワ ー ク や 電 波 に よ っ て 送 信 さ れ た 映 像 音 声 コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 再 生 す る 場 合 に も 適
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 場 合 、 送 信 元 は 、 映 像 音 声 コ ン テ ン ツ 、 例 え ば ド ラ マ の 映 像 音 声 デ ー タ と と も に 、
上 述 し た よ う な 制 御 デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 視 聴 者 側 の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 は 、 そ の 制 御 デ ー タ お よ び 映 像 音 声 コ ン テ ン ツ を 受 信 し
、 映 像 音 声 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る が 、 こ の 場 合 、 部 分 コ ン テ ン ツ の 途 中 で 次 の 部 分 コ ン テ
ン ツ の 再 生 を 開 始 す る た め に 、 例 え ば カ ッ ト の 途 中 で 次 の カ ッ ト の 再 生 を 開 始 す る た め に
、 上 述 し た 検 出 時 間 帯 の 部 分 の 再 生 開 始 時 点 で 、 少 な く と も 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ の 冒 頭 部
分 、 例 え ば 次 の カ ッ ト の 冒 頭 部 分 が 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 内 の 記 憶 部 に 蓄 え ら れ て い る よ
う に 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 〔 音 声 コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 場 合 の 実 施 形 態 〕
　 こ の 発 明 の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 は 、 音 声 の み の コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 場 合 に も 適 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 音 声 コ ン テ ン ツ は 、 例 え ば 音 楽 で 、 複 数 の 曲 が 所 定 の 順 序 で 再 生 さ れ る よ う に 作 成 さ れ
た も の で あ る 。 そ の 曲 デ ー タ に は 、 曲 ご と に 、 上 述 し た よ う な 制 御 デ ー タ が 付 加 さ れ 、 ま
た は 各 曲 に 共 通 に 、 曲 の 途 中 で 次 の 曲 の 再 生 を 開 始 す る た め の 条 件 が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 具 体 的 に 、 視 聴 者 が 、 そ の 音 楽 に 興 味 を 持 ち 、 集 中 し て い る と き に は 、 視 聴 者 の 呼 吸 の
リ ズ ム は 音 楽 の リ ズ ム と 合 致 し 、 身 体 の 動 き も 音 楽 の リ ズ ム と 合 致 し 、 ま た は 視 聴 者 は 、
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じ っ と し て 動 か な い 。 こ れ に 対 し て 、 視 聴 者 が 、 そ の 音 楽 に 興 味 を 持 っ て い な い と き 、 集
中 し て い な い と き 、 ま た は 飽 き て い る と き に は 、 視 聴 者 の 呼 吸 の リ ズ ム は 音 楽 の リ ズ ム と
合 致 し な く な り 、 身 体 の 動 き も 音 楽 の ビ ー ト と 合 致 し な く な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 そ こ で 、 こ の 場 合 の 、 曲 の 途 中 で 次 の 曲 の 再 生 を 開 始 す る た め の 条 件 は 、 例 え ば 、 視 聴
者 の 呼 吸 の リ ズ ム ま た は 身 体 の 動 き が 、 あ る 時 間 以 上 に 渡 っ て 曲 の リ ズ ム と 合 わ な く な っ
た こ と が 検 出 さ れ た こ と と す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の よ う な 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 は 、 図 １ に 生 体 セ ン サ ６ と し て 示 し た 呼 吸 セ ン サ や
体 動 セ ン サ に よ っ て 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 こ の よ う に 曲 の 途 中 で 次 の 曲 の 再 生 を 開 始 す る た め の 条 件 を 各 曲 に 共 通 に 設 定 す
る 場 合 に は 、 そ の 条 件 を コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 内 に 設 定 し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ し て 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の Ｃ Ｐ Ｕ は 、 そ の 条 件 を 満 た す と 判 断 し た と き に は 、 次 の
曲 の 再 生 を 開 始 す る よ う に 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の よ う な 音 楽 コ ン テ ン ツ に つ い て も 、 電 子 音 楽 配 信 の よ う に 、 送 信 元 か ら コ ン テ ン ツ
を 送 信 し 、 視 聴 者 側 の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 で 、 そ の コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 再 生 す る 場 合 に
も 、 こ の 発 明 の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の 場 合 、 送 信 元 か ら 上 記 の よ う な 制 御 デ ー タ を 送 信 し て も よ い が 、 上 述 し た よ う に 曲
の 途 中 で 次 の 曲 の 再 生 を 開 始 す る た め の 条 件 を 各 曲 に 共 通 に 設 定 す る 場 合 に は 、 そ の 条 件
を コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 内 に 設 定 し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 た だ し 、 曲 の 途 中 で 次 の 曲 の 再 生 を 開 始 す る た め に 、 検 出 時 間 帯 の 部 分 の 再 生 開 始 時 点
で 、 少 な く と も 次 の 曲 の 冒 頭 部 分 が 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 内 の 記 憶 部 に 蓄 え ら れ て い る よ
う に 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 〔 他 の 種 類 の コ ン テ ン ツ を 再 生 す る 場 合 の 実 施 形 態 〕
　 こ の 発 明 の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 は 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ａ ｓ
ｓ ｉ ｓ ｔ ａ ｎ ｔ ｓ ） や 携 帯 電 話 端 末 な ど で 、 送 信 元 か ら 送 信 さ れ た 、 ま た は 記 録 メ デ ィ ア
に 記 録 さ れ て い る 、 テ キ ス ト デ ー タ 、 図 表 、 写 真 な ど か ら な る 、 い わ ゆ る 電 子 小 説 な ど の
電 子 文 書 を 再 生 す る 場 合 に も 、 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の 場 合 、 電 子 小 説 な ど の 電 子 文 書 は 、 ペ ー ジ ご と に 再 生 表 示 さ れ 、 従 来 は 、 視 聴 者 が
操 作 部 で ペ ー ジ を 捲 る 操 作 を す る こ と に よ っ て 、 次 の ペ ー ジ が 再 生 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ れ に 対 し て 、 こ の 発 明 の 、 こ の 例 で は 、 Ｐ Ｄ Ａ や 携 帯 電 話 端 末 な ど の コ ン テ ン ツ 再 生
装 置 内 に 、 あ る ペ ー ジ の 再 生 表 示 を 停 止 し て 次 の ペ ー ジ を 再 生 表 示 す る た め の 条 件 が 設 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 具 体 的 に 、 視 聴 者 （ 読 者 ） が 、 そ の ペ ー ジ に 集 中 し 、 そ の ペ ー ジ に 見 入 っ て い る と き に
は 、 視 聴 者 は デ ィ ス プ レ イ を 正 面 に 見 て い る が 、 視 聴 者 が 、 そ の ペ ー ジ に 集 中 し て い な い
と き に は 、 視 聴 者 は デ ィ ス プ レ イ の 方 向 か ら 目 を そ ら す 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 そ こ で 、 こ の 場 合 の 、 あ る ペ ー ジ の 再 生 表 示 を 停 止 し て 次 の ペ ー ジ を 再 生 表 示 す る た め
の 条 件 は 、 例 え ば 、 視 聴 者 の 顔 面 方 向 が デ ィ ス プ レ イ の 方 向 か ら ず れ た 状 態 が 、 あ る 時 間
以 上 に 渡 っ て 継 続 し た こ と が 検 出 さ れ た こ と と す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
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　 こ の よ う な 視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 は 、 Ｐ Ｄ Ａ や 携 帯 電 話 端 末 な ど の コ ン テ ン ツ 再 生 装
置 に 設 け ら れ る カ メ ラ に よ っ て 検 出 す る こ と が で き る 。 そ の カ メ ラ と し て は 、 カ メ ラ 付 き
携 帯 電 話 端 末 の カ メ ラ を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 そ し て 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の Ｃ Ｐ Ｕ は 、 そ の 条 件 を 満 た す と 判 断 し た と き に は 、 次 の
ペ ー ジ を 再 生 表 示 す る よ う に 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 な お 、 あ る ペ ー ジ の 再 生 表 示 を 停 止 し て 次 の ペ ー ジ を 再 生 表 示 す る た め の 条 件 は 、 視 聴
者 が 大 き く 息 を 吐 い た こ と や 声 を 発 し た こ と が 検 出 さ れ た こ と と し て も よ い 。 こ の よ う な
視 聴 者 の 反 応 ま た は 状 態 は 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 に 設 け ら れ る 呼 吸 セ ン サ や マ イ ク ロ ホ ン
に よ っ て 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 視 聴 者 は 、 ペ ー ジ を 捲 り た い と き に は 、 大 き く 息 を 吐 き 、 ま た は 声 を 発
す る こ と に よ っ て 、 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 を 手 で 操 作 す る こ と な く 、 ペ ー ジ を 捲 る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 制 御 デ ー タ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 条 件 の 内 容 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 コ ン テ ン ツ 再 生 制 御 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 す る コ ン テ ン ツ 再 生 制 御 処 理 の 一 例 の 一 部 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 の Ｃ Ｐ Ｕ が 実 行 す る コ ン テ ン ツ 再 生 制 御 処 理 の 一 例 の 一 部 を
示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 主 要 部 に つ い て は 図 中 に 全 て 記 述 し た の で 、 こ こ で は 省 略 す る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 31日 (2004.8.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ 方 法 で あ っ て 、
　 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の を 検 出 し 、 そ の 検 出 さ れ た が 、 定 め
ら れ た 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 断 し 、 条 件 を 満 た す と き に は 、 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ の 再 生
を 開 始 す る コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 に お い て 、
　 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の は 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 定 め ら れ た 検 出 時
間 帯 に お い て 検 出 す る コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 に お い て 、
　 前 記 検 出 時 間 帯 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ の 後 半 部 分 の 時 間 帯 と さ れ た コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 に お い て 、
　 前 記 条 件 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 定 め ら れ た コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ 装 置 で あ っ て 、
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　 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 こ の 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た が 、 定 め ら れ た 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 断 し
、 条 件 を 満 た す と き に は 、 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ の 再 生 を 開 始 す る 再 生 制 御 手 段 と 、
　 を 備 え る コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 再 生 制 御 手 段 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 定 め ら れ た 検 出 時 間 帯 に お い て 前 記 検 出 手
段 に よ っ て 検 出 さ れ た が 、 定 め ら れ た 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 断 す る コ ン テ ン ツ
再 生 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 検 出 時 間 帯 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ の 後 半 部 分 の 時 間 帯 と さ れ た コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ の コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 に お い て 、
　 前 記 条 件 は 、 部 分 コ ン テ ン ツ ご と に 定 め ら れ た コ ン テ ン ツ 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ を 記 録 メ デ ィ ア に 記 録 す る に
コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の に つ い て の 、 当 該 部 分 コ ン テ ン ツ の 途 中 で 次 の 部 分
コ ン テ ン ツ の 再 生 を 開 始 す る た め の 条 件 を 設 定 し 、 そ の 条 件 を 示 す デ ー タ を 、 対 応 す る 部
分 コ ン テ ン ツ に 関 連 づ け て 、 記 録 メ デ ィ ア に 記 録 す る コ ン テ ン ツ 記 録 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ 、 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の

に つ い て の 、 当 該 部 分 コ ン テ ン ツ の 途 中 で 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ の 再 生 を 開 始 す る
た め の 条 件 を 示 す デ ー タ が 、 記 録 さ れ た コ ン テ ン ツ 記 録 メ デ ィ ア 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 の コ ン テ ン ツ 再 生 方 法 は 、
　 複 数 の 部 分 コ ン テ ン ツ か ら な る コ ン テ ン ツ 方 法 で あ っ て 、
　 部 分 コ ン テ ン ツ 再 生 中 の 視 聴 者 の を 検 出 し 、 そ の 検 出 さ れ た が 、 定 め
ら れ た 条 件 を 満 た す か 否 か を 判 断 し 、 条 件 を 満 た す と き に は 、 次 の 部 分 コ ン テ ン ツ の 再 生
を 開 始 す る も の で あ る 。
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摘要(译)

解决的问题：在不要求观看者操作的情况下，通过再现由多个部分内容
组成的内容的方法，根据每个观看者的时间在适当的时间切换到下一个
部分内容。 为此。 解决方案：作为在戏剧剪辑的中间开始下一个剪辑的
再现的条件，可以认为观众在第一个剪辑和第二个剪辑的检测时间区域
中眨了两次眨眼。 在检测时间段内，被认为导致观看者的瞳孔直径变为
8mm或更大。 再现设备的CPU确定在片段再现期间是否满足上述条件，
并且如果满足该条件，则即使在片段的中间也开始下一个片段的再现。 
在音乐的情况下，当观看者的呼吸节奏或身体运动节奏与歌曲的节奏不
匹配时，即使在歌曲的中间，也开始再现下一首歌曲。 关于电子小说的
回放显示，通过检测观看者的反应或状态来翻页。 [选择图]图4
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